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大線量X線及びFeイオンの照射に対する極限微生物の生残に関する予察的研究

Preliminary study on the survival of extremophilic bacteria against irradiations of syn-
chrotron X-ray and iron ion
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宇宙生物学において重要問題のひとつは放射線であり、宇宙における生物圏の広がりやパンスペルミア（宇宙胚種）の
存在可能性について、「放射線からの遮蔽」および「放射線への耐性」という観点から理論的および実証的が必要である。
われわれはこれまでに大線量エックス線および高エネルギー Feイオン線を、極限微生物を含む種々の微生物に照射し、
コロニー形成菌数（CFU）および細胞内アデノシン三リン酸（ATP）の残存を指標として影響評価を行った。
まず、高エネルギー加速器研究機構の放射光施設にて毎秒 500レントゲン（約 8.77ミリグレイ）という大線量のエッ

クス線（波長 0.2 nm）を大腸菌（Escherichia coli）、放射線耐性菌（Deinococcus radiodurans）の乾燥菌体に照射を行っ
たところ、どちらも照射線量に対して指数関数的に生残CFUが減少した。D. radioduransはE. coliより約 100倍の照射線
量（約 56キログレイ）まで生残を示した。細胞内 ATPの残存もほぼ同様の傾向を示した。また、ATP分子そのものは
照射線量に対して（指数関数的ではなく）直線的に減少した。
さらに、放射線医学総合研究所の HIMAC にて 500 MeV／核子という高エネルギーの Feイオンを毎秒 0.172グレイ

（2.5× 108 個）の線量で、E. coli、D. radioduransおよび高ストレス耐性胞子形成菌Virgibacillus spp.の乾燥菌体に照射
した。その結果、エックス線照射時とほぼ同様の残存傾向が見られたが、D. radioduransでは照射線量に対して（指数関
数的ではなく）直線的な減少傾向が見られた。D. radioduransがこの実験で最高の Feイオン照射線量（2000グレイ）で
も生残したが、逆に比較的低線量（50～100グレイ）ではE. coli並みに死滅することが観察された。一方、Virgibacillus
spp.は Feイオン照射に対する耐性が最も強かったが、これは胞子の生残能によるものと考えられる。


